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背景

➢当院では2022年より, 沖縄県初のFFR angioシステムを導入した.

➢FFR angioは非侵襲的に虚血評価が可能である一方, 測定者によって再現性が
揺らぐ懸念がある. 

➢本研究では, CEが実施したFFR angio解析における検者間信頼性を評価し, そ
のばらつき要因を明らかにすること, そして改善策を検討した. 
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当院のCAG・FFR件数

年度 2022 2023 2024

CAG 675 849 896

PCI 282 317 378

FFR wire 256 324 372

FFR angio 4 (1.5%) 65(16.9%) 121(24.5%)

(%)は全FFRに対する割合
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方法

✓職種：臨床工学技士

✓対象人数：14 名

✓使用機種：CathWorks 社製 FFRangioシステム

✓解析対象：LAD・LCX・RCA 各 3 症例（計 9 症例）

✓平均血圧, 心臓拡張時（Opitimal）は同条件とした.
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FFR値のばらつき

全体で 0.85，LAD 0.78，LCX 0.85 に対し, RCA 0.72 と最大のばらつ
きを示した。特にばらつきの多いRCA （症例③）の要因解析を行った。

RCA1  RCA2  RCA3     LAD1      LAD2      LAD3      LCX1     LCX2      LCX3
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RCA（症例③）

RAO32 CAU21 LAO45
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FFR angio解析での各推奨項目

1. 推奨角度の使用

2. 適切な側枝のトレース

3. 適切な内腔トレース

例：狭窄前後を含む連続トレース確認など. 

4. AI自動トレースの補正

5. 血管の3D構成

例：2枚以上マッチングし, 3D形状を確認. 病変部の位置修正など.
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推奨角度

要因① 推奨角度の未使用
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要因② 側枝トレース不足
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要因③ 内腔径の過大トレース
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要因④ AI 自動線の未補正
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要因⑤ 単枚での 血管3D 構成

赤点線は対応ビューが取れず，
単一像のみで3D再構築されたことを示す警告.
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各要因とFFR値の関係

「内腔トレース補正」をしていなかった場合, 

最もFFRへの影響が大きかった（平均 ＋0.260±0.060）
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今後の課題

• 本研究では, FFR angio解析における検者間信頼性を評価し, 再現性のばらつ
きに関与する具体的な要因が明らかとなった.

• 今後は, こうした要因を踏まえた操作手順をマニュアルとして明文化し, チェック
リスト化することで, 解析の標準化を図る必要がある.
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結語

• FFRangioは, 推奨項目の遵守度により結果に大きく影響が出る可能性がある. 

• 特に内腔トレースが不充分である場合, FFRが偽高値となりやすい. 

• 解析結果を客観的に評価することで検者間信頼性の改善が期待できる可能性
がある.
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ご清聴いただき, ありがとうございました！
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